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 ５月聖句 『 いつも喜んでいなさい。 』 

   （聖書 テサロニケ信徒⓵ ５章１６節) 

 

＜巻頭言＞ 「暴言をはく者は、いさかいを起こす」                     園長 小山哲夫 

連休後の園庭の桜を楽しみにしていたら、4/25の降雪、4/30の暴風雪に驚かされ、せっかく膨らみかけた桜

の蕾も身震いして身を固くしてしまったような気がします。今年は、用務：笹岡さんが園庭

の雪割、冬の間に飛んできたゴミや小枝を片付けて園庭整備をしていただいたので、連休明

けには、子ども達が桜吹雪の中を走り回り、外遊びを楽しめると思っていたのですが、コロ

ナ自粛と共に残念です。 

春休み中は、今年も興部保育所で新入：１歳児保育を手伝い、泣きじゃくる子を抱っこしな

がら、「そういえば、去年のＩＲちゃんの最初も激しかったな～」と思い出しました。そのＩ

Ｒちゃんは、泣き騒ぐ新入児を尻目に、満面の笑顔で遊んでました。泣いていた子も２・３日で笑顔を取り戻

し、ヨチヨチと保育所の中を探検していました。子どもの成長の速さ、そして、１歳児の逞しさを改めて実感し

ました。 

泣き騒ぐ子ども抱きながら、ふっと２０年ほど前のテレビ：バラエティ番組のあ

る場面を思い出しました。番組は、子どものハプニングを紹介する内容で、殆どは

微笑ましい子どものハプニングでした。しかし、唖然とさせられたのは、ピアノ発

表会で演奏が止まった男児の緊張感と可愛い仕草に、会場から場を和ませるような

笑い声が起きました。微笑ましかったのはそこまで、演奏が終わった男児は、観客

に向かって「テメーラァ～！、ワラッテンジャネェ！」と何度も怒鳴り散らしたの

です。その様子を会場が笑い過ごし、番組出演者も「すごいキレかたでしたね（笑）」

とコメントし、何事もなかったかのように次の場面に切り替わりました。 
緊張と失敗した気持ちを、子どもなりに調整しようと発した言葉だと思います。「人間は自然のうちで最も

弱い葦にすぎない。しかし、それは考える葦である。･…それゆえ、我々のあらゆる尊厳は思考のうちに存す

る。」とパスカルが説いているように、人間は感じたことを言葉で表現し、その表現は言葉を使って考えるの

です。つまり、この男の子が「キレて、怒鳴る」言葉でしか問題に向かい合うことができなかったのは、言葉

で考えて解決する経験がピアノ練習より圧倒的に不足していた結果なのです。 

さらに、他者に問題を転換して感情を調整しようとしたのは、石ころにつまずいて転び、「この石が悪い、

ゴン！」と責任転嫁して育てられたことも影響していると考えられます。もちろん、この子に責任はありませ

ん。ビデオに撮ってこの状況を面白可笑しいと考えた大人、ビデオを面白い内容と判断して放送した大人、放

送を見て笑った大人、それこそ、「テメーラァ！、ワラッテンジャネェ！」とその子から言われていることを

感じるべきです。 

旧約聖書の箴言16章に、「ならず者は災いの炉、その唇には燃えさかる火。暴言をはく者は、いさかいを起

こす」とあり、２０００年以上前から忍耐が心を強くし、自制を学ぶ大切さが語り伝えられてきたのです。裏

を返すと、人間が考える葦である限り、非人間的言葉を心に溜めることは、問題を「拳・凶器」で解決する道

を歩み続けることになると戒めているのです。近代社会・情報化社会と言われる中で、言葉の乱れが子ども達

の心の混乱と暴力性を増しているような気がします。同じ箴言に、「ここちよい(親切な）言葉は蜜のしたた

り、魂を癒す・・」とあります。溜めるべき言葉は絶対に「テメーラ」ではないのです。 

自然・動物と直接触れ合う経験は、感動・命の尊厳を魂に刻みます。そして、人間味のある言葉で語り合う

ことでより豊かな心を育みます。しかしながら、現在のコロナ禍にあって、間接的体験、リモートが重視さ

れ、今後も新生活様式として継承されるでしょう。学習教材のように実態の伴わない言葉が子ども達の心に溜

まることがとても心配です。 

第４波の感染拡大が深刻になってきていますが、「自分は大丈夫」「少しぐらい平気」等の

身勝手な行動が目立ちます。特に公園や道端で飲み会している様子は、自制できずに傷を舐め

合っているような弱さと悲しさを感じます。ワクチン接種の見通しも明らかになりつつありま

す。連休明けに医療崩壊を招かないように、今まで以上に感染予防を徹底して、地域崩壊を防

ぎながら、幼子の命を守り抜きたいと思います。 



５月行事予定表 

１日（土）土曜休園 

３日（月）～５日（水）祝日 

６日（木）家庭訪問（来園面談） 

７日（金）母の日礼拝（園児のみ） 

８日（土）土曜休園 

１１日（火）身体３測定・手型・足型 （年中） 

１２日（水）身体３測定・手型・足型 （年長） 

１３日（木）鱒の稚魚放流・クラス交流保育 

１４日（金）身体３測定・手型・足型 （年少） 

１５日（土）土曜休園 

１７日（月）プップ（羊）毛刈り体験（保育参観） 

２２日（土）土曜休園 

２５日（火）内科検診（年長） 

２６日（水）内科検診（年中） 

２７日（木）内科検診（年少） 

２８日（金）５月お誕生会（野菜しょう油ラーメン） 

２９日（土）土曜休園 

３１日（月）月末統計 

＜お知らせ＞ 

※ 母の日 

   5月９日は母の日です。1907年、南北戦争中のアメリカ：ウェストバージニア州

に住んでいたアンナ・ジャービスという少女がお母さんの命日に集まってくれた

多くの人たちに、母が好きだった白いカーネーションを配ったことが「母の日」の

始まりと言われ、その後各国で母の日には花を贈る習慣となりました。日本では

1913年にアンナ・ジャービスから青山学院にメッセージが届き、母の日礼拝が開

かれ定着しました。 

 

１、園庭消毒について  ※雨天は中止します。 

今年も、毎週火曜日（原則）１３：３０～１４：００に園庭消毒をお願いします（別紙のグループ・日程表

を参照してください）。今年度は、すべての職員が保育に携わっている時間帯の為、保護者の方達のみで園庭

消毒を行っていただきます。基本的に花壇以外の地面と遊具に消毒液をかけてください。未経験者の保護者

の方もいますので、皆さんで協力して行っていただくよう、宜しくお願いします。 

5 月 11日 年長①・② ７月６日 年中①・② 9月 21 日 年少①・② 

5 月 18 日 年長③・④ 7 月 13 日 年中③・④ 9月 28 日 年少③・④・つくし 

5 月 25 日 年中①・② 7 月 20 日 年少①・② 10 月 5 日 年長①・② 

６月１日 年中③・④ ８月 17 日 年少③・④・つくし 10 月 12 日 年長③・④ 

６月８日 年少①・② ８月 24 日 年長①・② 10 月 19日 年中①・② 

6 月 15 日 年少③・④・つくし 8 月 31日 年長③・④ 10 月 26 日 年中③・④ 

6 月２２日 年長①・② ９月７日 年中①・② 
 

  

6 月２９日 年長③・④ 9月 14 日 年中③・④ 
 

  

 

２、来園面談については、各クラスだよりでお知らせした通りです。ご確認下さい。 

 

３、５月の身体測定は身長・体重・胸囲の３計測と手形・足形を記録します。 

３計測の結果は、出席ノートに記入します。ご確認ください。 

４、マスの稚魚放流予定 ５月１３日  川の水量・天候を見て実施します。 

  今年の鱒の稚魚放流は５/１３（木）に、川の水量・天候を見て、幼稚園すぐ

横の興部川で実施します。 

５、５月お誕生会について   ５月２８日（金） 野菜しょう油ラーメン 

 ５月お誕生会の昼食は「野菜しょう油ラーメン」です。箸・コップ・デザートを持たせ

て下さい。なお、お子さんが食べられない等の事情がある場合は、事前に教師にご連絡

ください。 

         

以上 


